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*コミュニティーFMについて


古川モトイ




　実は20代の頃、コミュニティーFMの番組にレギュラー出演していたことがある。好きな電子音楽の話をさせて貰えて趣味の延長で楽しかった。局の1Fスタジオからは外が見れるようになっていて、生放送を聴いた方がそのまま見にこれる例の方式だ。そこの窓から見えるところに唐揚屋さんがあり、収録のたびに気になっていた私は、生放送の折に「あそこの唐揚買って来て放送中に食べたらダメですかね?」と尋ねたところ、「お店の批判しなきゃ大歓迎だよ」と言っていただけて、唐揚を購入、店先では件のFMが垂れ流しになっていて、「これで放送しながら唐揚ウマイって話したら驚くだろうな」とスタッフと話しながら、いざ生放送。30分後、放送について何か反響があるかなと恐る恐るお店を覗いてみたら、ラジオからはいつの間にか他局の放送が流れていた。私がお世話になっていたコミュニティーFMは普段、演歌寄りの音楽が絶えずかかっているのだが、出演していた番組は当時の最新の海外のクラブミュージックなどをフォローしていたため、唐揚屋さんでは流して貰えていなかったのだ。むしろ、我々の番組枠は唐揚屋さんにとっては「ハズレ」の時間帯だったと言うことだ。当然、声などかけようもなく、再度、唐揚(美味しかった)を購入して帰路に着いたのだが、なかなか得がたい体験だった。

　コミュニティーFMは手軽なメディアなので、少し背伸びをすれば結構チャンスがめぐってくる。過去には「地域密着」という表現が頻繁に用いられたが、最近はインターネットでも聴取が出来るため「地域密着」でなくとも聴取数が稼げる。そこにインディーズのアイドルが参入して久しい昨今、「スポンサーはどこを見て広告を出せばいいのだろうか?」という疑問が、私の中で浮上している。普段、名古屋で活動しているアイドルさんが、名古屋から離れた街のコミュニティーFMで目の前の唐揚屋さんを宣伝しても、リスナーの大半は名古屋にいることになる。こまかい理屈や邪推はここではすっ飛ばして「地域密着じゃなかったらネットラジオでええやん」と言うのが正直な私の感想なのだが、でも「地上波」には特別な響きがある。それでは地上波に私が出演させて頂いていた頃、私の中でどんな高揚感があったのかをよくよく思い出してみると、その根幹にあったのはズバリ「親にアピールして感心してもらえる」という部分が大きかった。




　母「あんた週末は何してるの?」

　私「この前言ったじゃん、ラジオの収録と生放送で半日は潰れるって。」




　……この会話のカッコ良さだ。この会話がカッコ良いと思ってしまう……感じてしまう私自身は、むしろダサいことは重々承知している。でも、私がダサいからこそ、この会話にシビれてしまったのだ。先日、ラジオに関わる方から「ぶっちゃけコミュニティーFMって誰が聴いてるんですかね?」と言われてドキっとした。「聴取する人の顔が見えない」と言う「聴取層」になのか「何人かでも聞いているのだろうか?」という聴取数になのか、その言葉がどちらに向けられたのかも量れずにドギマギした。今になって思うと、それはコミュニティーFMの周りに敷き詰められた地雷原ではないか。

　一時期、出演する側ではなく企画する側でラジオに関わった時期がある。ボランティアとして出来る範囲で知恵を出したりしていたのだが、所詮、予算もない素人の私なので出来ることにも限界があった。「そんなことだといつまで経ってもラジオ出してあげれないよ?」とやんわりと非難されたのを覚えている。私が「ラジオに出たい人間」だと思われていることにびっくりした。20代のあの日、他局の放送が流れている中、照れ隠しに唐揚を買った思い出が甦った。そんなことを思い出しながら言った本人の顔を眺めていると、本人も「あれ?」となったようだ。まさか、ラジオ業界に「自分がパーソナリティーになりたいと思っていない人間」が紛れているなんて思いもしなかったのだろう。申し訳なさで一杯になった。あの時の私もやはりダサかった。皆がお熱を上げている中、1人だけノリ切れないタイプのダサさだ。結局、私はその頃、何を考えていたかと言うと「地元でラジオの番組を作って誰かが儲かるようにできないか?」「その儲かる人にご理解いただいて儲けを分けてもらえないか?」ということだった。演歌を求める温和な人々にハードコアテクノの解説をしたくなかったのだ。ツイッターを眺めていると「○時から○○FMに出演します!」というツイートが流れていく。今年40歳になるオッサンはちょっぴり切ない気持ちで眺めている。


*ユメユメミルミルガジェット
（Love Comptometer）

作詞/COOL_METABOLIC




少し大人になれるようにボールペンはシックなのを選んだ

今年何かが起こりそうな……そんな気がする!




夢を夢を奏でる季節　それはそれは穏やかな季節 

逸る逸るハートの中にちょこんと ユメユメミルミルガジェット




少しおしゃれに見えるようにスニーカーはチェック柄を選んだ

春は何かが起こりそうな……そんな気がする! 




夢に夢に近づく季節　いつかいつか叶った時には 

今日を今日を振り返ってピースしよう ユメユメミルミル




辛い事はきっとないハズ 今までにも無かったんだから

明日じゃなく今日にいつもキッスしよう ユメユメミルミルガジェット



吐息と視線


渡邊利道




　これでも景気の良かった頃はあったのである。会社勤めをしながら副業に手を出し、どちらも面白いように儲かった。私の直感は冴えに冴えていて、そこで得た金を元手にさらに別の事業を手がけ、あらゆることがトントン拍子にうまくいった。そんな頃が確かにあった。しかしすべては過去のことだった。しだいに傾く事業のためにあちこちに作った借金が少しずつ降り積もっていき、ついにはもうすぐ月末だというのに素寒貧でどうしようもないという状況になってしまった。

　明日には、いやもしかすると今日にでも、灰色の背広を着た嫌味な喋り方をする借金取りの男たちが、わんさとこの家に訪れるかもしれない。すべて自分の不始末が原因なのだが、私はほとほと困り果ててしまった。ともかく何かないかと思って古い書き付けの入れてある戸棚をひっかきまわしていると、薄く茶に変色した借用書が出てきた。ずいぶん昔のもので、まだ私が断然羽振りが良かった時期に、当時としては小額だったが、学生時代の旧友である高橋に融通した際に彼が書いたものだった。

「いいよいいよ」と、そのとき私は鷹揚に言ったものだ。

　高橋は実家が東北の裕福な農家という話で、ぼっちゃん育ちのいい男だったが、例の地震でずいぶんひどくやられたらしいと人つてに聞いていた。子供はいなかったものの、細君が病気がちで、医療費がずいぶんかかっているという。そんな噂話を聞いてぼんやり心配するような心持ちでいたところ、直接本人から借金を申し込む連絡が入って、いくらか用立てることにしたのだった。

　そのときのことはもう覚えていないが、思ったよりも元気そうで安心したことは覚えている。私が彼の頼む金よりも多めに渡すと、ずいぶん喜んで、家で待っている細君に早く知らせてやりたいと言ってそそくさと帰っていった。彼の細君はやはり長患いをしているらしかった。

　私は借金を返してもらいに高橋の家に行くことにした。いまでも毎年変わらず律儀に年賀状を送ってくれていたので、住所はすぐにわかった。暗い家は周囲の溶け込んで沈んででいるように見えた。彼は不在で、細君が心あたりがあるから従いてくるように言い、玄関先からそのまま家を出たのでちょっとそこまでいくだけだろうと思っていると、彼女はガレージから車を出してきて、ウインドウを開け思わぬ快活さで、「乗って」と言った。

　もうすぐ夜になる頃だった。車の中では西日が氾濫し、高橋の細君の顔は逆光になり表情がわからなかった。沈黙が気まずかったがどうしようもなかった。やがて郊外の人気のないあたりに出ると、つきあたりが雑木林になっている空地のような場所に停車された。

　ここで少し待っていてくれと彼女は言うと、後ろも見ないで車を出て行った。空地を横切って向こう側にあるビルの隙間に入っていくのが見えた。私は所在なく助手席に座っていたのだけれど、ずっと同じ姿勢でいると腰が痛くなってくるのでともかく車から出て身体をのばし、一息入れて周囲を見渡した。車のドアを閉める時思いがけず大きな音が鳴り響いた。

　だだっぴろい場所だった。鰯雲が空を流れ、広い空間をゆっくり風が渡っていく。本当に寂しげなところで、車が通ってきたのは長いトタンの壁が連なっている路だったが、ふと見るとトタンが途切れて空いている部分がある。近づいて奥を覗いてみると、すっぽり矩形に嵌るようにコンクリート建の一軒家があった。縞模様の庇屋根の下が一面のガラス窓とガラス戸になっていて、何か店屋をやっていたらしいが、すっかり寂れてもう廃屋といっていい荒れようだった。汚れ切ったガラス窓の中を凝視してみるとどうやら元は床屋のようで、特徴のある椅子が三台ならんで、その前にはおおきな鏡があった。室内は暗く、鏡面は汚れて何も映っていなかった。

　と、ガラス戸のほうに黒いてのひらがぴたっと張り付いているのが見えた。そちらは意識していなかったので驚いて後じさり、ガラス戸の向こうに少女が立っているのにいまさら気づいた。薄汚れた格好で、影が濃くて顔は見えないが、シャツとスカート、ソックスにローファーという格好でまだ中学生にもなっていない年齢だろうと思われた。長い髪とひたすら細い身体は、しかしまったく存在感がなくまるで映像のようだった。がやがやした物音が聞こえ、少女の後ろから少女よりももっとはっきり見える三、四人の男たちが現れて「この窓は外れるんだろう」「外れるよ」「外してしまえ」と口々に言いあってガタガタガラス戸を揺らし、どんどん敲いて「こんばんは」「ちょっと開けてください」と騒々しいことこの上ない。また私にはその四人に見覚えがあって、こいつらにつかまるとあとが厄介なのだが、むしろいまはそれよりも、どうやら彼らには見えていないらしい少女のほうが気がかりだった。

　見えていないどころか、灰色の背広を透かして少女が重なって見えているのだ。これは愈々よくないぞと私は思い、高橋の細君はどうしたのかと思ったが、ふりかえって見ることもできず、とにかく少女を凝視する目が離せず、そのうちにがちゃんと音がして戸が外れた。

　音と同時に男たちの姿も消えた。

　ガラス戸がゆっくり、酷い音を立てて斜めに倒れた。

　少女がゆっくり、ガラス面にぴったりつけていた手を下ろした。

「どうしたんです、ぼうっと立って」

　とつぜん後ろから声をかけられて私は飛び上がって驚いた。

　そのままぐしゃっと腰が砕けて落ちてしまい、見上げると高橋の細君が目を丸くしているのが目に入った。だいじょうぶですかとかなんとか彼女がおっかぶせて言うのに強く頭を振ってだいじょうぶだいじょうぶと私は答え、土ぼこりを払う真似をしながら立ち、よろめくのを無理に押さえた。荒い息が不規則に漏れる。

　いつの間にかすっかり夜になっていて、女の頭の真上に月が出ていた。

　そんな馬鹿なと思うが、どうやら本当なのだった。

「すいません、おそくなって」

　高橋の細君が、風に乱れる髪の毛を押さえながら言った。

「いいえ、いっこうに」かまいませんよ、という言葉の尻が消える。

　咳払いしながら、車へと戻っていく彼女の後を追う。

　二人乗って車のドアをバタンバタンと閉め、高橋の最近が嬉しそうに、「そうそう」と声を弾ませて懐から懐紙を取り出し、数センチはある札びらをとりだしたのだが、そこから自分へ返ってくるはずの金よりも、私はいましがた閉じたドアの窓ガラスにべったり少女の黒いてのひらがくっついているのから目が離せなかった。顔はやはり見えないので、目を凝らして窓の外を窺うべきなのか、それともこれきり何も見まいとするべきなのか迷っているうちに高橋の細君がゆっくり私の身体にしなだれかかってくるのだった。生前高橋はあなたさまがずいぶんよくしてくださったと何度も念を押してうかがっておりましたと彼女は言い、私のシャツの上に指を滑らせた。ほほをぴったりとつけて、私の心臓の鼓動を聴くようなそぶりをする。てのひらのすぐ隣に少女の顔が浮かんだ。表情はなかった。甘い吐息と少女の洞のような黒い目がぐるぐると私を取り囲んでいた。ふと私は彼女らが私を灰色の服の男たちから守ってくれるのではないかと思ったが、それは私をこの世からどこかへ移してしまうということであるようにも思われた。





リビングデッド・シスター


弾射音
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　悪臭がひどい。僕の部屋の中にも悪臭が忍び込んでくる。匂いのせいで何もできない。人の体の腐った匂いだ。僕は思った。冴子の体からはますます膿が染み出し、シーツや掛け布団の汚れていない部分を見つけだすことすら困難になってしまった。

　こんなにひどい匂いだ。きっと外へも漏れ出ているだろう。隣近所に気づかれるのではないか。死臭と思われ、大騒動になったりするんじゃないだろうか。

　母は家中にしょっちゅう芳香剤や消臭剤を散布している。だが、効き目は全くない。芳香剤の匂いと冴子の腐敗臭が混じって、かえって耐え難い匂いになってしまう。

　いっそのこと、悪臭騒ぎになった方がいいんじゃないか。そうしたら、冴子が未知の病になっていることが明らかになるだろう。社会保険庁が黙っていないに違いない。

　今日は日曜日。由希子とデートすることもできず、家にいても悪臭のせいで何をしても集中できず、僕は諦めて散歩がてらに先日借りたDVDを返却しに行った。ついでにゾンビ映画をもう三本借りる。

「お兄さん。お兄さん」

　散歩を終えて家に入ろうとしたところ、後ろから呼び止められた。

　振り返ると、冴子のボーイフレンドの新崎誠が立っていた。

「ああ、新崎くんか」

「こんにちは。お見舞いにきました」

　新崎がさわやかな笑顔で言う。見ると、彼は手に花束とお菓子の紙バッグを持っている。

「何だって？」

　事態がすぐには飲み込めない僕は、思わず素っ頓狂な声を出してしまった、

「だから、お見舞いです。冴子の」

「あ、ありがとう。でも、ごめん、会わせるわけにいかないんだ」

「どうしてですか」

　とたんに新崎は口をとがらせる。

「どうしても何も、安静にしていなきゃならないんだよ」

「冴子の病気はそんなに深刻なんですか」

「そうじゃない」

「いったい何の病気なんですか」

「ただの風邪。だけど、ひどくこじらせたんだ。今は刺激を与えるといけない。悪いが、今日のところは帰ってくれ」

「一目だけでも会わせてくれませんか。ここ数日間、いくらメールを送っても返信がないんです。ほんとに、一目だけでいいから」

「だから、動揺させちゃいけないんだ。わかってくれ。少しよくなったら、きっと本人から連絡させる」

「約束ですよ？」

「そうだ。約束する」

「わかりました。じゃあ、これだけ冴子に渡してください」

　新崎は花束とお菓子の紙バッグを僕に渡すと、一礼して去っていった。

　僕は冷や汗を全身に掻きながら家の中に入った。

「おかえり」

　母の声だ。どうやら、のんびりとテレビを観ている。全く、どうしてこんなに平気でいられるのか。僕は返答もせず、直接二階に上がっていった。

　そのまま、冴子の部屋に入る。

　悪臭がひどい。匂いが目にまでしみるようだ。僕は口を手でふさぎながら、慎重に冴子に近づいていった。

　唸り声をあげ、身をよじって威嚇する。僕は悪寒が背骨を駆け上がるのを感じた。

「冴子、新崎くんが来たよ」

　理解できないだろうと思いつつ、僕は冴子に話しかけた。

「お見舞いに来たんだ。だけど、追い返した。だって、冴子のこんな姿を見られたくないから。ごめんね」

　僕は花束を部屋の中央にある小さなテーブルの上に置き、お菓子の紙バッグから箱を取り出して、中からお菓子を一つつまみ上げた。

　冴子の大好きなミルフィーユだった。

　それを、冴子の枕元にそっと置く。噛みつかれないように、慎重に。

　冴子はミルフィーユには目もくれず、ただひたすら僕を見上げた。知性や感情のない、虚ろな目で。まるで僕の脳味噌が食べたくてしょうがないと言うかのように。




　夕方、父が帰ってくる。ゴルフウエアを着て、ゴルフバッグを持って。

　接待ゴルフにいったのだ。昼に起きたとき、母に父さんはどこへ行ったのと訊いたが、母は口をもごもごするだけで何も言わなかった。こういう事情があったのか。そりゃ、言いづらいだろうな。事もあろうに、娘が死にかけているのを放っておいてゴルフを楽しみにいくのだから。

「一体何を考えてるの！」

　さすがに僕は怒鳴った。

「冴子がどうなってもいいのか！」

「得意先の接待だからしょうがないだろう！」

　父も怒鳴る。売り言葉に買い言葉だ。さすがに気が咎めているのだが、それを父親の威厳で隠そうとしているのだろう。僕は「馬鹿野郎！」と捨て台詞を吐きながら二階へ上がっていった。

　再び、冴子の部屋に入る。彼女のスマホを手に取った。バッテリーがとうに切れている。僕はそのスマホと充電ホルダーを取り、自分の部屋に持って行った。

　しばらく充電してから、メールソフトを開く。新崎が言ったとおり、彼からのメールがいくつも受信トレイに残っている。いけないと思いつつ、僕はそれを一つひとつ読んでいった。

　恋の甘い囁き。冴子を気遣う言葉。ちっとも返事をもらえない悔しさと会えないことの虚しさ。新崎はあらゆる言葉を駆使して冴子に愛を告げている。

　それから僕は、送信済みのメールを見た。冴子が新崎に送ったメールがたくさん残っている。一日に何通も送っていたようだ。だが、僕はもちろんのぞき趣味でこんなことをしているのではない。

　冴子の文面を丹念に見ていく。その特徴を見つけだし、頭の中に刻み込む。そして、冴子がいかにも書きそうな文体を捻り出す。

　新崎の最後のメールを呼び出し、返信する。




　誠くん、おひさしぶり。おみまいにきてくれたんだって？ 兄から聞いたわ。

　会わなくてごめんなさい。風邪、けっこうひどいの。目はひどく充血してるし、鼻水たらたらだし、咳はしょっちゅう出るし。

　こんな姿を誠くんに見せたくありません。ほんとにごめんなさい。乙女心をわかってね。

　少しよくなったら、また連絡します。誠くんのために、きっと早くよくなってみせます。

　じゃあね。お元気で。




　我ながら歯の浮くような文面だ。しかし、しょうがない。ええいままよとばかりに、僕はそのメールを送信する。数分後に、新崎から返信が届く。心配していたが、大丈夫そうでほっとしたと書いてあった。僕はそれには返信しなかった。あまりメールを送っていると、なりすましがバレるかもしれない。

　メールはとりあえずこれで一休み。食事とお風呂の後、僕は冴子のためにまだ何かできることはないかと考えた。

　彼女の部屋に入り、室内を見渡す。そう言えば、部屋は冴子がゾンビになってから掃除をしていない。しかし、夜にいきなり掃除機をかけるのは気が引ける。ベッドのシーツや掛け布団も何とかしなきゃいけないが、近づいてひっぺがすのは無理だ。悪臭が充満しているので何とかしてあげたいが、窓を開けて空気を入れ換えると、この悪臭を周囲の人々に気づかれてしまう。僕にできることは何もないのかと嘆きはじめたとき、小さなテーブルの上に目が行った。

　文庫本が一冊載っている。手に取ると、スタインベックの『エデンの東』の第三巻だった。開くと、かわいらしい栞が挟んであった。

　冴子は本が好きだ。頭に超がつくほどの読書家。特に、世界の名作文学が大好きときている。本棚にも、多くの世界文学がびっしりと並んでいる。僕は椅子を持ってきて冴子が飛びかかれないくらいの位置に置き、腰を下ろして栞が挟んであったところから朗読をはじめた。

　僕が朗読をしている間、冴子はきょとんとした目で僕を眺めつづけていた。時々、まるで僕の朗読に会わせるかのように唸り声を上げる。朗読を遮るように威嚇して吠えることもあった。僕はその唸り声とひどい悪臭を我慢して朗読をつづけた。だが、我慢も三十分が限度だった。

　本をテーブルに置いて部屋を出ると、ちょうど母が階段を昇ってくるところだった。

「何だ、母さん。どうしたの」

「様子を見に来たのよ。声がしたから」

「冴子のために本の朗読をしてたんだ」

　僕の言葉を聞くと、母は呆れかえったような顔になった。

「どうして朗読なんかするの」

「だって、冴子は読書が好きだろう。手を縛られてて自分じゃ読めないから、朗読してあげてたんだ」

「あんたはどうしてそんな無駄なことをするの」

　今度は僕の方が呆れかえる番だ。

「どうしてって、冴子のために決まってるじゃないか。冴子を少しでも楽しませてあげたいに決まってるじゃないか」

「朗読したって、どうせ理解できないわよ」

「そうは言うけど、ひょっとしたら朗読を聞いているうちに理性を取り戻すかもしれないじゃないか」

「あんたはそんな虚しい希望を抱いてるの。ご苦労だわね。朗読したいなら好きにやれば？」

　母はそのまま冴子の部屋へ入っていく。このときほど、母を嫌いになったことはなかった。激しい憎悪と言ってもいい。

　大きな音を立ててドアを閉め、座椅子の背を力任せに蹴る。悔しさのあまり、涙がにじみそうだった。




　物置にあった花瓶を引っ張り出してきてきれいに洗い、冴子の部屋へ持っていって、新崎がくれた花を生ける。それを小さなテーブルの上に置き、冴子に言った。

「きれいだね。新崎くん、相当冴子に惚れてるらしいよ」

　もちろん、冴子は返事をしない。だが、僕は話しかけざるをえない。何かしら彼女に話しかけていないと、精神が崩壊しそうな気がして怖いのだ。あるいは、冴子がゾンビになったことを必死に認めようとしない思いの表れなのかもしれない。

　それにしても、このすさまじい悪臭の中では、可憐な花もすぐにしぼむのではないかという気がしてくる。

　食事が終わり、風呂にも入って、後は寝るだけだ。しかし、冴子のことが頭にちらついてどうしても眠れない。しょうがないので、昼間に借りた映画を一本だけ観ることにする。

　タイトルは「ゾンビランド」。これもコメディ映画だ。どうもゾンビを笑いのネタにするのは気に入らない。だが、この映画にはもう一つ大きな特徴があった。

　コメディの中で、ゾンビの攻撃を交わし生き残るサバイバル術が披露されているのだ。

　主人公は、僕と同じひ弱な独身男。この主人公が自ら考え出した金科玉条を守り、ゾンビが蔓延する荒廃した世界を生き残っていくのだ。コメディ映画だが、共感できる部分も多々あった。

　それにしても、ゾンビ社会を生き延びるのは難しい。現実社会ではゾンビは冴子一人だから何とかなっているが、ゾンビが多くなったら、人間たちはひとたまりもないだろう。冴子が縛りつけられたまま動けないので助かっているが、この先一体どうなるやら。




【続く】




　腕についた六本の刃物を立ち上げ、腕をドリルのように回転させながらXIGMADを攻撃する。体の表面を削られつつ、紫のPazoo jointに変身して高速移動で階段ボックスから外へ出る。車道に出たXIGMADを追いかけてマンドリルが走ってきたトラックにぶつかる。しかしマンドリルはトラックのフロントガラスを破ってトライバーを殺害、トラックをビルにぶつけて破壊炎上させる。その中から全身を高速回転させて飛んでくる。XIGMADは風を発生させてその風圧で切りかかる。マンドリルはその風邪を受けて回転を相殺されてその場でひっくり返ってしまった。XIGMADは蠍の針でとどめを刺そうと顔面を捉えるが鼻づらの刃が高速回転し、蠍の尻尾と手首を切り刻まれてしまう。苦しみながら左手で腹を殴り続ける。マンドリルは嘔吐しながら目を光らせ、全身の刃物を最大に展開して高速回転する。ビルの壁面を削り、破片をまき散らしながら上昇し、XIGMADに急降下して攻撃するが高速移動で回避したそこに巨大な穴をあける。逃げても同じ急降下を繰り返して攻撃してくる。深夜とはいえ車も走り、人も歩く街の中、飛散するアスファルトの破片はそれらを容赦なく襲い、被害は広がる。何時までも逃げ回るわけにもいかず、タイミングを見計らって別のフォームに変身しようとするが、手首が無いためにスイッチをすぐに押せず、マンドリルの直撃を食らってしまう。しかし、右手を叩きつけるようにスイッチを押して朱色のXIGMAD Chimera jointに変身。すかさずvermilion Tomahawkを召喚して左手で振り回し、足を切り落とす。回転できなくなったマンドリルは墜落し、破壊された道路でのたうち回る。

　XIGMAD最大火力のカノン砲、Crimson Cannonを召喚し、マンドリルを消滅させる。爆風に紛れて緑のXIGMADに変身して高速移動で離脱した。



　XIGMAD『ジグマッド』は、地獄から追放された悪魔。人と融合し自身を抹殺にやってくる刺客たちと戦う。左腕のガントレットに内蔵されたサイコロを使ってそれぞれ四つの自然現象を超能力とするフォームに変身する。フォームチェンジで変化するのは右腕と左肩。頭と腿やひざなどは体色のみが変化する。また青と黄色のスイッチをタップしてサイコロを回し、四つのフォームの専用銃と刀を召喚する。一回タップで刃物、二回タップで銃を選ぶこことができる。その際、いったんサイコロが青や黄色が上になり、償還後すぐに現在のフォームのサイコロ面に戻る。

　刺客たちは人を捕食するため、それから人を守ることもある。

　人と融合直後に刺客怪人サーモンベアーに右腕を食いちぎられ、人間態でも右腕を消失している。そのため、自分で機械を合成して義手を作っている。




　全長／2.45m

　体重／155kg




　XIGMAD Chimera joint『ジグマッド キメラ ジョイント』

　朱色のXIGMAD。手のひらから火炎を放出する。左肩の頭蓋骨は山羊の頭。右腕からヘビのしっぽを出し、鞭のように使う。部分ごとに径の太さをコントロールすることができ、先を細くして突き刺したり、平らにしてモノを掴んだりもする。目標に巻き付き、締め付けるなどもできる。

　カノン砲、Crimson CannonはChimera jointのエネルギーを集中、圧縮加速して放出する。すべてのフォームの中で最大の攻撃力を持つ、所謂一番強い武器。多少の充電時間を必要とするが連続して射撃も可能。

　刃物はvermilion Tomahawk。Chinera jointの巨大なトルクによって持ち上げることができるもので、その重量により格闘戦には向かず、一撃離脱的戦法で使用する。



　マンドリル／

　マンドリルとドリルの合成怪人。全身に配置している刃を駆使して全身ドリルとなり穴を掘り進むことができる。

　動きも素早く、XOGMADの高速フォーム、XIGMAD Pazoo jointと同等の高速性能を持っている。

　全長／2.41m

　体重／2.6t


　今回も没ネタからのサルベージ。武装などは企画書では無かったので完全に新しく描いています。赤いXIGMADは馬力があるということで、比較的重い武器を装備していまして、重いのはすべてスタミナに関係してくるという事にして、鈍重で動きがゆっくりという方向に向かわない物にしたいですね。キャノン砲は肩の顔が噛みついているというような設定です。鞭は右腕の穴から蛇のしっぽが出ているようなもので、ある程度自我があるために適当な投げ方でも目標を攻撃できる。てなことに設定しております

　ということで、次回は緑のXIGMADです。



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

murbo/一応、北極大陸、第33号の編集後記で雑談です。




渡辺哲也/僕は、毎回雑談メインになりつつありますw




murbo/いやいやw 今、繁忙期じゃないですか?




渡辺哲也/今年に入ってずっと繁忙というかダラダラやってるというか、そんな感じですねw

　オリロボが作れてるので良いバランスです。




murbo/制作スピードが早いですよね!最近、なんか模型が熱いんじゃないかと錯覚して、在庫を消化してます。

　古いのが多いので修正が大変ですけど、立体塗り絵感覚ですね。象虎もやっと塗りました。あれ、塗るといいですよ。




渡辺哲也/うちは、駿河屋で買ったイデオンをなんとか処分したいですw




murbo/重機動メカは三周くらい回って格好良く見えてきましたよ!カラフルに好きな色で塗ると面白いと思います。




渡辺哲也/そういうの多いですよね～。




murbo/説明書通りに作ろうとするから完成しないことが分かりました。勢いがあるうちに昔のコスモゼロとかも何とかしたいです。




渡辺哲也/そういうの換金できれば最高! 教室とかアリかもですよ。




murbo/教室というのは? 模型教室?




古川モトイ/なんか四字熟語に教室がつくと、漂流教室思い出しますね。20代の頃に人から借りたままになっていて返してなくて、もうすぐ40になる。




渡辺哲也/漂流模型教室でw

　ミキシングビルドとかプラモ作るだけとか有るみたいですね。

　20年借りっぱなしだともう返せないですねw




古川モトイ/返さなきゃいけないんだけど相手の住所メモった紙からすでに見当たらない世界で




murbo/流浪の教室、模型教室です。(タモリ倶楽部みたいw)

　20年だと本自体を漂流させるしかないような。

　実は工作教室はデザイン事務所時代にやったことあるんですよ。

　紙粘土で魚のレリーフを作るんです。

　問題は親とか、騒ぐ子供とかw子供は適当にあしらえても親が困りましたw ほかにはシンナーとか有機溶剤が使えないので、材料の工夫が要りますね～




murbo/プラモに対して世間の当たりが強い世代なもので、はたして模型制作教室など出来るんだろうか?とか不安はあります。




古川モトイ/昔、ウチの塾でアメリカ人がプラモデルについてレクチャーしてましたね。




murbo/おー!　なにより一番の懸案は作るのに時間がかかることです。手のひらサイズの魚のリフィール作るだけで結局半日かかっちゃうんで。MAX三時間程度で完成できるといいですね。

　完成品をヤフオクで売るか…




渡辺哲也/リモネン接着剤とか?

　最近のプラモは接着剤要らないのとかもあるんでしょ?




murbo/バンダイ製はスナップフィットなので接着剤は要らないです。

　ガンプラだと塗らなくてもほぼ設定どおりのカラーリングになってます。デカールじゃなくてシールだし。まさに立体パズル感覚かと思います。

　感動的なのは何も改造しなくてもアニメと同じ形wなこと!




渡辺哲也/そこはやや不幸なんじゃないか?とも思いますねw

　アニメと同じじゃないトコを補完する想像力とか、アニメと同じにしよう!というクリエイティブなキモチが起こらないw




murbo/キットを素材と捉えるか、否かという事かと思います。

　今は自分なりに作り込もう!(完成するかはともかく)とか考えないかもしれない。買った人が手を入れる隙がないとも言えますね。

　あ、それはいけないですよwクリエイティビティが無い。

　やっぱり接着剤でくっつけるのは大切だ。 他のキットもくっつけられるw




渡辺哲也/ミキシングビルドをプラモって言って良いのだろうかw




murbo/僕、もうプラモのバルタン星人作るのに紙粘土盛り付けてるんで、全然問題ないですよw きちんとくっついていますw




古川モトイ/これは今回はプラモの話から脱出できそうにないなwプラモ狂四郎、数年前に久々に通して読んだんですが、いい意味でも悪い意味でも昭和でしたね。




murbo/ガンプラバブルですよね。掲載雑誌内のメディアミックスが上手かった。パーフェクトガンダムとかガンダム改造して登場したちゃうもの。




古川モトイ/娯楽少なかったですからね




murbo/ファミコンブームは同時期じゃなかったでしたっけ?




渡辺哲也/ガンダムなんて、当時は映像ソフト販売してないんですもんね。

　ファミコンは少しあとだけど、ほぼ同じですよね。




murbo/再放送はあったので、「録音」しましたよw




古川モトイ/録音w




murbo/ファミコンはちょっと後か～ それもガンプラブームにはよかったかな。

　TVの前にラジカセ置いて静かにするんじゃなくて、ちゃんとオーディオアウトをラインでRECしましたw

　羨ましかったのはサンライズ発行の記録全集を全巻持ってた同級生がいて。それで、アッグガイとか知りました。




古川モトイ/私、PCのプログラムをテープで保存していたので、それが出来るテレコ持ってて、同じやり方でアニメの主題歌とか録音してましたね。




murbo/昔のTVは意外とオーディオアウト(RCA)が前面にあって便利じゃなかったかなと記憶してます。




古川モトイ/あれ、何を想定してあの作りだったんでしょうね




murbo/そうですね～、むしろ今の方が外部に出力しても受け手の選択肢があるのに。

　ガンダムはアニメのカットをコマ割りした漫画ってなかったでしたっけ?




渡辺哲也/フィルムコミックはワリと多かったですね。




murbo/ああいうので気持ちは止まってて、映像ソフトってないものだと思ってました。

　ガンプラの印象が強すぎて、むしろ06Rとか直立してる絵一枚の方が重要というか。

　僕、ガンダムにおける大河原先生のメカイラストのメッセージ性が好きなんですよw




murbo/自分の周りでは映像以上にプラモだけでガンダムが成り立っていた印象があります。

　でもなぜガンプラwイデオンでもいいのにw




渡辺哲也/ガンダムの頃はそうなんですよ、ビデオの再生機すらなかったので

　映像は映画以外は商品じゃなかったわけですし、資金回収はおもちゃやプラモがメインでしたね。

　小松崎一門のMSVの箱絵も名作ばかりでしたよね




murbo/MSVも箱絵だけで成立するくらい力があったように感じます。

　プロトタイプドムとか確か中に入っていないザクがちょっと見切れてたんじゃなかったかな?ブームの勢いはすごいですね。




murbo/今回は本当に雑談になってしまった……




渡辺哲也/まぁ、いいんじゃないですか?




murbo/定期刊行自体は未だ慣れませんが、電子本の制作はそこそこ慣れてきたので、雑談できるようになった!と思いたいです。

　初期の頃はプレビューが複数の端末で全く違い、どうしていいか時間ばかり過ぎていました。

　今は安定したというより、ある程度見切ったり、妥協できる感覚がつかめたという感じです。次はやっぱりマネタイズですね。ジャンルとしてはヘビーメタルでアイドルとしてメジャーデビューするくらいしんどいことなので(BABYMETALがありますけど、元は普通のアイドルですし。)、そこから見直すと辛いものがあるので、現状のままどういったことができるか考えていかないといけないなあ。




古川モトイ/なるほど

　ノウハウを掴んで、それを次どう生かすかって事ですか




murbo/そうですね、電子本としてはもっと作り込めるんです。EPUBだけにすれば動画とか組み込めます。Kindleで対応しているのが現状、テキストと画像だけですし、インタラクティブな何とかって、二十年くらい前から初期の段階で沈没してますしw。そこにリソースつぎ込むより、シンプルなメディアできちんと作ったほうが結果として広く対応できるんじゃないかと。

　テキストと画像があれば、映画はスタートできるわけですし。やるかどうかは別にして紙の本にすることもできますし。

　まじめかw




古川モトイ/私はEPUBのほうが見やすいです




murbo/あ、ビュアー何を使ってらっしゃいますか?




古川モトイ/EPUBReaderをCHROMEにいれてます

　前回Kindleのやつ何とか校正のために閲覧したんですが、どうやってみたか忘れてしまって、また調べなおしですね




murbo/ブラウザでEPUB読めるようになりましたからね。

　KindleはPC(Mac)版もあります。スマホ用以外も地味に対応してますよ。




古川モトイ/それが大変に複雑な話で

　amazonとkindleを紐付けしてあったはずなんですが、amazonのアカウントがついさっきまで開けなかったんですね

　今度文句言ってやろうかと思ってるんですが、過去の購入履歴から一切合財見れない状態が続いていたので、そのあたりを触るのが怖くて^^;




murbo/あれれ、それはプライベートすぎるお話w amazonは買い物履歴が濃いめの個人情報になりがちですからね。




古川モトイ/仕事で必要なものを購入しようと思ったら履歴が見えなくて泣くかとw

　プライムも使えないし




murbo/便利になり過ぎるとトラブルの影響が大きいです。ITの辛いとこですね。




古川モトイ/ですね




murbo/本来、自作EPUBならEPUBフォーマットが良いんですけど、Kindle端末で読めることを考慮するとmobiにせざるを得ない状況で。

　現状は内容は同じですがEPUBがサブセット扱いになってます。

　暫くフォーマット的なことは現状のままでも進められそうなので、スポンサー的なこととか、参加者を後二、三人は増やしても耐えられるので探そうかと思ってます。




murbo/といったところで、今回も皆さまありがとうございます!

　次回も刊行できるよう頑張ります。


北極大陸　第33号

2017年8月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイメージ作成デザイン／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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